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日本
にほん

のいま 

―お笑
わら

い― 

日本
にほん

では 客
きゃく

を笑
わら

わせるための演芸
えんげい

を総 称
そうしょう

して「お笑
わら

い」と言
い

います。芸人
げいにん

達
たち

が会話
かいわ

などで笑
わら

わせる「漫才
まんざい

」や「コント
こ ん と

」

などをテレビ
て れ び

で観
み

た人
ひと

もいるのではないでしょうか。一方舞台
いっぽうぶたい

の上
うえ

に 1
ひと

人
り

で座
すわ

ってこっけいな 話
はなし

や 人 情 話
にんじょうばなし

を聞
き

かせる

「落語
らくご

」は 3 0 0
さんびゃく

年以上
ねんいじょう

の歴史
れきし

を持
も

つ日本
にほん

の伝統芸能
でんとうげいのう

のひとつともなっていますが、こちらはテレビ
て れ び

で観
み

る機会
きかい

は案外少
あんがいすく

な

いかもしれません。 
日本
にほん

では 1 9 6 0
せんきゅうひゃくろくじゅう

年代
ねんだい

にテレビ
て れ び

が家庭
かてい

に急 速
きゅうそく

に普及
ふきゅう

してから今日
きょう

まで、お笑
わら

い芸人
げいにん

がテレビ
て れ び

に多
おお

く出 演
しゅつえん

しブ
ぶ

ー
ー

ム
む

となる時期
じ き

が何度
なんど

かありましたが、テレビ
て れ び

を点
つ

けるとどんな番組
ばんぐみ

にもお笑
わら

い芸人
げいにん

が出
で

ているような昨今
さっこん

の現 象
げんしょう

は、まさ

に「お笑
わら

いブ
ぶ

ー
ー

ム
む

」の再来
さいらい

であると言
い

われています。今回
こんかい

のブーム
ぶ ー む

の背景
はいけい

には、 短
みじか

い「ネタ
ね た

（笑
わら

える 話
はなし

や芸
げい

）」を多
おお

くの

若手芸人
わかてげいにん

が次々披露
つぎつぎひろう

するテレビ
て れ び

番組
ばんぐみ

が増
ふ

えたことにあり、最近
さいきん

は奇抜
きばつ

な外見
がいけん

で「オッパッピー
お っ ぱ っ ぴ ー

！」といったような 短
みじか

い決
き

ま

り文句
もんく

を持
も

つ芸人
げいにん

がヒット
ひ っ と

する傾向
けいこう

にあるようです。 
 

Today’s Japan 

Comedy 

In Japan, performances designed to make the audience laugh are collectively called owarai. No doubt some of you have seen the styles manzai and konto on 

TV. In these styles of comedy, performers try to make the audience laugh through dialogues and the like. On the other hand, you may have had fewer 

opportunities to watch Rakugo on TV, one of Japan’s traditional performing arts with a history of more than 300 years, in which the performer sits alone on 

stage and tells humorous tales and human interest stories.  

Since the 1960s, when television sets spread rapidly in Japanese homes, there have been a number of “owarai booms,” during which many, many owarai 

performers have appeared on TV. Today it seems that any time you turn the TV on, the program you see will feature an owarai performer, and people are 

saying that we are experiencing an “owarai boom” once again. Forming the background to today’s boom have been an increasing amount of TV programs in 

which large numbers of young owarai performers appear one after the other performing short neta (comic skits), and the recent popularity of performers with 

bizarre looks who have their own standard phrases like “oppa-pii!” 
 

ことばの歳時記
さ い じ き

 
－はらはら－ 

桜
さくら

の花
はな

を眺
なが

めて楽
たの

しむ「お花見
はなみ

」は日本
にほん

の春
はる

の風物詩
ふうぶつし

のひとつです。満開
まんかい

の 桜
さくら

は見
み

る者
もの

を圧倒
あっとう

しますが、花
はな

びらが春
はる

の

風
かぜ

に誘
さそ

われるように散
ち

る光景
こうけい

も 美
うつく

しいものです。日本
にほん

では、花
はな

びらのような軽
かる

くて小
ちい

さなものが舞
ま

い落
お

ちる様子
ようす

を「はらは

ら」と表 現
ひょうげん

します。「はらはらと花
はな

びらが散
ち

る」「はらはらと 涙
なみだ

を落
お

とす」と実際
じっさい

は音
おと

がしない場面
ばめん

を、情 感
じょうかん

を込
こ

めてあ

たかも音
おと

がしたかのように表 現
ひょうげん

します。その他
ほか

に、心配
しんぱい

する気持
き も

ちや手
て

に汗
あせ

をにぎる気持
き も

ちを「はらはらする」と表 現
ひょうげん

す

ることもあります。 

このような語
ご

は文法的
ぶんぽうてき

には擬態語
ぎ た い ご

といい、日本語
に ほ ん ご

にはこの擬態語
ぎ た い ご

が他
ほか

の言語
げんご

と比
くら

べて、とても多
おお

いそうです。このコーナー
こ ー な ー

では、ものの様子
ようす

や状 態
じょうたい

を音
おと

によって感覚的
かんかくてき

に表 現
ひょうげん

するこの擬態語
ぎ た い ご

の世界
せかい

を紹 介
しょうかい

していきます。是非
ぜ ひ

このような表 現 豊
ひょうげんゆた

かな日本語
に ほ ん ご

を使
つか

って、日本語
に ほ ん ご

へ親
した

しみを持
も

ってください。 

 
A Calendar of Words  

Hara hara (“Flutter down”)  

Enjoying the view of cherry blossoms at ohanami is one of Japan’s spring traditions. Many people go to look at the stunning view of blossoms when the 

flowers are in full bloom, but the sight of the petals falling as if being courted by the spring wind is also a beautiful one. In Japanese, the term hara hara is 

used to describe small light things like cherry blossoms fluttering down from above. In actual fact no sound is made, but the inclusion of hara hara in phrases 

like “hara hara to hanabira ga chiru” (“petals flutter down”) and “hara hara to namida wo otosu” (“tears stream down”) makes it seem as if we actually hear a 

sound, giving more feeling to the expression. Hara hara can also be used as “hara hara suru,” to describe a feeling of worry or tension.  

In grammar, expressions of this type are called gitaigo (“mimetic expressions”), and there are a lot of them in Japanese compared to other languages. This 

new section will introduce you to the world of these gitaigo, which express the states or conditions of things in sensuous terms by means of sounds. We hope 

that your Japanese will become rich in these expressions, bringing you closer to the language.  
  




